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Goromi-TV 撮りためた千以上のビデオを気ままに閲覧する方法
Goromi-TV - Exploration for thousands of Recorded TV programs at will

大坪五郎∗

Summary. Since capacity of hard disk increased and hard disk recording device become very popular,
we can store more than thousands of tv programs locally. However, the way to browse those vidos has not
change much. In most cases, hierachical menu or keyword search is used. Considering the fact that the
user in front of TV set usually does not have clear demand in their mind, these interfaces which assumes
the user has clear demand, are not appropriate. In this paper, we proposed Gromi-TV which enable the
user to browse more than thousands of recorded TV programs at will. We conducted brief user test, and
observed that the system can effectively support browsing activity of user, and also support to encounter
the unexpected TV programs.

1 はじめに

本論文では，撮りためた千以上にも及ぶビデオ映
像を気ままにブラウズするためのシステム，Goromi-
TVについて述べる．

2 研究の動機

近年大容量のハードディスクが家電に搭載される
ようになり，TVの視聴も従来の「放送局が設定し
た放映時間にあわせて視聴する」ものから「録画，
蓄積して好きなときに見る」ものに変化してきた．
これによりユーザはより自由に番組を選択できるよ
うになったが，同時に「たくさんある番組の中から
何を視聴すればよいのか」という問題に直面するこ
ととなった．ユーザの視聴傾向を調査した結果 [3]
からは録画する番組の増加に対して，視聴時間はそ
れほど延びていない，という傾向が見られる．これ
はユーザは番組を撮りためるだけで実際に視聴しな
いという現象を示唆しているものと考えられる．す
なわちユーザは大量に存在する映像データを前にし
て途方に暮れているのではないだろうか．
こうした問題を解決するためのひとつのアプロー

チとして「ユーザの嗜好を学習し，番組を推薦する」
技術が研究，実用化されている [10][1]．しかしながら
こうしたユーザごとにパーソナライズされたメディ
アは情報の孤立化を生む，という指摘もある [2]．す
なわちユーザのデモグラフィックなプロファイル，も
しくは視聴履歴から情報を推薦することは，ユーザ
を狭い範囲の情報に閉じ込めることにつながりかね
ない．
またインタフェースの面から，この問題について

考察すると既存のハードディスクレコーダは「見た
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い番組を検索する」ための機能，あるいは「番組を
分類して提示する」機能を主に提供していることが
分かる．しかしながら現実世界におけるTV前の視
聴者を想定した場合，以下に示す点でこうしたイン
タフェースは不十分であると考えられる．

1. 視聴者は番組視聴に関して確たる要望を持っ
ていない場合が多い．このようなユーザはそ
もそも検索条件を思いつくことができない．

2. 番組表を見て目的意識を持ち番組を視聴する
のではなく，たまたま放映された番組を見て
その面白さに気がつき視聴を始める，といっ
た「思いがけない情報への気づき」が存在す
る．しかしながら既存のインタフェースはこ
うした閲覧方法を想定していない．

このような考察より，「撮りためただけで見ない」
といった状況を改善するためには，番組情報を提示，
操作するインタフェースの面からの改善も有効なの
ではないかと考えた．そこで以下のような方針を設
定し，撮り貯めたTV番組を閲覧するためのインタ
フェースを開発することとした．

1. ユーザと映像情報の間の敷居をできるだけ低
くする．すなわち最小限の操作で情報を閲覧
できるようにするとともに，どのような操作
を行った場合にも瞬時に候補を提示する．ユー
ザに複雑な条件設定を強いることなく，また検
索に時間をかけることでユーザを待たせない．

2. 一度に提示する候補の数は，ユーザが一見し
て認識できる範囲にとどめる．その代わり時
間経過とともに候補が自動的に変化するよう
にし，ユーザ負荷なしに多くの候補を閲覧で
きるようにする．

3. ユーザが番組探索の方向を簡単に変更できる
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ようにするとともに，そのためのきっかけと
なる情報を提示する．

上記方針について説明する．ここで対象としてい
る問題は「ユーザがどれだけの選択肢を対象として
いるか正確には知らず，自分が何を見たいかという
明確な要望を持っておらず，かつ自分がどのような
番組を好むかについても知らない」といった状況で
あると考えられる．こうしたユーザに対しては情報
閲覧に対して条件設定を強いることは現実的ではな
い．そのためシステムから視聴のきっかけとなる情
報をまず提示する．提示された情報によりユーザの
要望が喚起されるようであれば，それに類する候補
を提示する．気に入らなければ，別の方向への転換
が簡単に行えるようにする．すなわちユーザに条件
設定のための思考を強いるのではなく，気が向くま
ま次々と候補を閲覧することを可能とする．こうし
た方法をとることにより，情報閲覧に対するユーザ
負担を軽減させるとともに，ユーザが自分でも気が
つかなかった情報との出会いを可能にすることがで
きると考えた．
こうした場合，提示された情報に対し，ユーザは

単に「もっと」であるとか「別の」といった曖昧な要
望を抱く場合がある．特に後者に関しては，ユーザ
自身提示されている情報の何が気に入らず，何であ
れば満足するのかがわかっていない状況にあると考
えられる．しかしながらこうした状況は実際の TV
視聴場面でば頻繁に遭遇するものであり（例：あて
どもなくチャンネルを切り替え続けるユーザ）シス
テムとしてはこうした操作にも適切に対応できる必
要があると考えられる．

3 Goromi-TVの試作

前項までに記述した動機に基づき撮りためた映像
情報を意のままに閲覧できるインタフェース-Goromi-
TV-を開発した．以下その概要について述べる．

3.1 システム概要

開発したGoromi-TVのスクリーンショット並び
に操作の流れを図 1に示す．

Goromi-TVの動作概要を以下に述べる．起動さ
れると初期のキーワードが画面左側に表示される．
ここから任意のキーワードをクリックすると，選択
されたキーワードに適合する番組の情報が画面右側
に表示される．番組情報は，番組タイトル，サムネ
イルおよび番組説明のテキストからなる．これらの
テキスト情報は録画された番組の iEPGデータから
取得している．サムネイルは一定時間間隔で自動的
に動画より切り出したものである．そのため番組に
関係ないCMの映像が表示されることもあるが，複
数枚（現状では４枚）表示すること，また新たに表
示されるたびにサムネイルを変更することにより， 図 1. Goromi-TVのスクリーンショット
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ユーザは支障なく番組の概要を知ることができる．
この番組情報は一定時間操作を行わない場合自動的
に上方にスクロールする．このため，ユーザは操作
を行うことなく番組情報が流れていくのを眺め続け
ることができる．ここからユーザが行う操作は以下
のとおりである．

• 番組選択:気に入った，あるいは少しでもその
ときの興味に近い番組が表示された場合，番
組上でクリックを行う．この操作を行うこと
により，選択された番組は左方向に移動，動
画の再生がスタートする．それとともに右側
に表示される番組情報が選択した番組に類似
したもの（選択アルゴリズムについては後述）
に更新され，かつ画面左側に表示されたキー
ワードが更新される．このキーワードは右側
に表示された番組情報のうち上位３０番組の
中で使用されている単語のうち，頻度の高い
ものを表示している．

• キーワード選択:画面左側に表示されたキー
ワードをクリックすると，そのキーワードに
適合する番組が右側に表示される．キーワー
ドは二つまで選択することができ，いわゆる
「絞込み」が可能である．

• More:右矢印キーを押下することにより，右
側に表示された番組情報すべてを，より下位
の番組情報と入れ替える．スクロール操作の
早送りのような機能で，「今表示されている番
組情報と同傾向でもう少し別の候補をみて見
たい」場合に用いる．

• Other:下矢印キーを押下することにより，右
側に表示された番組情報すべてを「他の番組
情報」と入れ替える．これは実際の TVでは
特に目当てのチャンネルがない場合にチャン
ネルを切り替える操作に該当する．

また一旦選択された番組情報（題名およびサムネ
イル一枚）は画面左端に履歴として表示される．こ
れは「自分が興味をもった番組のリストを保持して
おき，最終的にその中から見る番組を選択する」と
いった選択方法に対応した機能である．
次にユーザの操作に応じて番組情報のランク付け

を行う評価方法について記述する．

3.2 情報選択アルゴリズム

前述した操作において，必要な情報選択アルゴリ
ズムは以下の２種類である．

1. キーワードもしくは番組を選択した場合：選
択されたキーワードもしくは番組との関連性
を評価し順序付けを行う．

2. Other操作が選択された場合：表示されてい
る番組情報および過去の操作履歴を元に「他
の番組情報」をユーザに提示する．

一項目目の情報評価を行う場合について，当初は
単語一致数をカウントすることで評価することを考
えた．具体的には番組情報のうち，放送局，題名，
説明情報を形態素解析し，名詞および未知語を抽出
する．選択されたキーワードもしくは番組と評価対
象となる番組の間で単語が一致している数を評価値
とする方式である．
しかし本方式を用いて予備実験を行ったところ，

「該当番組なし」という結果が頻繁に発生し，ユー
ザに対してフラストレーションを感じさせることが
判明した．これは現在の iEPG情報には表記ゆれが
大きく，同じシリーズの番組であっても同じ単語を
用いた題名になっているとは限らず単語が一致しな
い，また一般に文章が短いものが多く，使われてい
る単語数が少ないことなどの理由によるものである．
検索結果が少なくなることによりユーザのフラス

トレーションを避けるためには，仮に一つの番組で
しか用いられていない単語をユーザが選択した場合
でもすべての番組をランク付けして結果を返すもの
でなければならない．そのため単語一致数を評価す
ることに加えて以下の評価方法を合わせて用いるこ
ととした．

• 　類似度を計算するデータとして，単語の一
致とともに「時間の一致」の概念を導入する．
具体的には放送時間帯（朝 [5:00-12:00]，昼
[12:00-16:00] ，夕方 [16:00-19:00]，ゴールデ
ン [19:00-23:00]，深夜 [23:00-5:00]），および
映像の長さについても類似度の評価対象とす
る．

• 上記処理を追加しても尚，類似度を計算でき
る番組数が少ない場合（番組ではなく，単語が
選択された場合には，このような状況が起こ
りやすい）類似度を計算できた番組をまず選
択し，ユーザに提示する際の候補とする．次
にその番組と他番組の類似度を計算し，評価
値の高い順番にユーザに提示する．

上記評価項目のうち映像の長さの一致評価につい
て説明する．一致度を評価する方法として，例えば
映像の長さ（時間）について，いくつかの閾値を設
定し，同じ区間に属する長さを持つ映像には評価値
を与えるといった処理が考えられる．しかしＴＶ番
組はその時々によって長さが微妙に伸び縮みする．
例えば我々が一時間番組と認識している番組であっ
ても，前の時間の 55分からスタートし，終わりに
ニュースがはさまれるため 50分で終了するという
ことがありえる．そのため，仮に 1時間（=60分）
を閾値として区間を設定した場合，55分の番組が 1
時間の番組を異なったカテゴリーに分類されること
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になるがこれはユーザの直感とは適合しない．その
ため，以下のような類似度評価を行うこととした．

1. 評価対象となる二つの時間のうち長い方を基
準値として選択する．

2. 基準値として選択されなかった映像の長さが，
選択された基準値から一定の割合（今回は 75
％と設定）以上の長さであれば，一致とみな
し評価値を与える．

実例を用いて説明する．例えば 46分の番組と 60分
の番組があった場合，より長いのは 60分の番組であ
る．その 75％は 45分であるから，選択されなかっ
た 46分の番組はこれ以上の長さを有しており，一
致とみなす．仮に比較が 30分の番組と 60分の番組
であった場合には，閾値となる 45分以下の長さで
あるため一致とはみなさない．
二項目目については，「他の番組情報」を選択する

際に，どのような選択方法が好ましいかについて以
下に記述する二種類の想定を置いた．

• 　ユーザはできるだけ広い範囲の番組を見た
いと考えるだろう．すなわち，Other機能を
選択する度に，選択された上位の番組セット
同士で重複がないほうが望ましい．

• Otherを選択する度に表示される番組セット
にはある程度の共通する性質（ニュース番組，
バラエティ，映画等）があったほうが望ましい．

上記想定をした理由について記述する．ユーザの
興味がどの方面にあるか不明な場合，全番組の中か
ら万遍なく番組を選択し提示したほうが表示する番
組がカバーする範囲は広くなると考えられる．これ
に対して Otherを選択するたびに表示される番組
にある一定の傾向を持たせた場合，一度に表示され
る番組の範囲は限定される．しかし従来のTVを操
作する際にはチャンネルを切り替える度に異なった
ジャンルの番組が表示されることから，本想定の方
が使い慣れた操作との親和性が高い可能性がある．
このため実際に上記２種類の選択方法を実装し，

ユーザ評価によってその優劣を比較することとした．
具体的にはまずそれまでに選択候補として表示した
番組情報を選択候補から除く．次に，上記一項目目
（以降「ランダム選択」と称する）に対応する選択
方法としては，乱数を用いて番組の評価値を与える．
二項目目に対応する選択方法（以降「ランダムウォー
ク」と称する）としては，以下の方法をとった．

1. 選択候補となる番組情報の中からランダムに
30番組を選択する．

2. それまでに”Other”操作時に選択候補として
表示されていた番組と一項目目で選択された
個々の番組の類似度を計算する．

3. 上記評価値が小さい順にソートし，上位 2番
組をまず選択候補とする．

4. 3項目目で選択候補となった番組と残りの選
択候補の類似度を計算．類似度が高いものか
ら表示する．

それまでユーザが”Other”を選択したものは，ユー
ザの意図に沿わない番組であると考え，それらと類
似していないものをランダムウォーク的に探索する
方式である．この方法をとった場合は，表示される
番組同士は似たような傾向を持つものが選択される．

4 ユーザ評価

Goromi-TVの初期段階での評価を行うため，20
代から 40代までの男性および女性５名を対象とし
てユーザ評価を行った．評価の方法としては以下の
とおりとした．

• 簡単に使用方法を説明
• 30分間自由に使ってもらう．この際他の作業
（仕事もしくは読書等）をしてもらってもかま
わない．Other選択時のアルゴリズムはラン
ダム選択，もしくはランダムウォークに設定．

• Other選択時のアルゴリズムを切り替え 15分
程度使ってもらう．

• 感想を聴取．
対象とする映像データは，関東地区で放映された
NHKおよび民放 3局の番組を 3日間 24時間録画
したもの，映画，ドキュメンタリーを中心に予約録
画したもの，およびダウンロード可能なCMデータ
とした．総数は 1,324である．被験者の意見をまと
めると以下のようになる．

1. 当初目標とした「思わぬ情報への気づき」に
関しては全員がそうした経験をしたと答えた．

2. 5名中 3名の被験者は，Other選択時のアルゴ
リズムを変更しても特に違いを感じなかった
と述べた．残り 2名はランダムウォークの方
が情報がまとまって提示されるのでよい，と
いう意見．

3. システムの受容度に関しては全員が肯定的．
すぐにでも使用したいと答えた被験者が３名
いた．

4. 追加してほしい機能として全員があげたのが
Undo機能．操作を連続して行っていくと，興
味ある番組が表示されていながらMore,Other
などの操作を行ってしまうことが多い．そう
した際に戻れるようにしてほしいという要望
が寄せられた．
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5. 同じタイトルの番組がいくつあるのか正確に
知りたい．また時には音楽だけ連続して聴く
ように，ジャンルを正確に指定したい，とい
う要望があった．

上記一項目目の「思わぬ情報への気づき」について
具体例を以下に示す．

• 以前見たことがある”Sweet November”とい
う映画を選択したところ，類似する番組とし
て”ノイズ”という映画がでてきた．何が共
通項だろうと不思議に思ったが，抽出された
キーワードを見て「シャーリーズ・セロン」が
両作品に出演していたことを知り驚いた．

• 表示されたサムネイルを見ているうち，科学
者が作り上げた仮想の惑星を映像化した番組
が NHKで放映されていた事を知り，その番
組のシリーズが全部見たくなった．

• 普段 TV番組欄ではほとんど表記されない深
夜番組の「月光音楽団」という番組タイトル
を見て「何だろう」とクリックした．倖田來未
が出演していることを知り見入ってしまった．

これらはいずれも従来用いられていたTV番組表
や，題名等をリスト表示しただけのインタフェース
では起こりえなかった「思わぬ情報への気づき」で
あると考えられる．
上記結果の中でもっとも予想に反したのは，過半

数の被験者がOther選択時に使用された二つのアル
ゴリズムの差異に気がつかなかったことだった．こ
れは予想以上にユーザは気ままに画像をブラウズし，
Otherを選択したときにどのような傾向の番組が表
示されるかについて気に留めなかったということを
意味している可能性がある．しかしながらこの違い
を意識させるには試験時間が短かったことも考えら
れるため，今後の継続検討課題としたい．
また上記内容とも関連するが，今回の開発では類

似度評価に前述した比較的単純な方式を使っている
にもかかわらず，そうした点に関する不満は聞かれ
なかった．番組情報間の類似度をより正確に評価し
ようとすれば，単語の完全一致ではなく，類似語を
含む文書間の類似度を計算する方法である潜在的意
味解析 (Latent Semantic Analysis)[9]を使用する
ことが考えられる．しかし，ユーザとのインタラク
ション全体での有効性を考えた場合，そうしたアル
ゴリズムを使用することによりユーザ体験が向上す
るのか，あるいは別の部分に Critical Pathが存在
するかについては今後さらに検討が必要だと考えら
れる．
５項目目についてであるが，今回開発したインタ

フェースは従来重視されていた「正確な検索，一覧」
とは異なり，不正確でも候補を提示し続けることを
目指した．システムの受容度に関する回答が肯定的
であったことからもその狙いは間違っていなかった

と考えられるが，提示された情報にいったん興味を
持つとユーザの情報探索姿勢が正確さを重んじるも
のに変化する場合があることを示しているものと考
えられる．すなわちインタフェースとしてはユーザ
の探索に対する姿勢変化にシームレスに適応できる
ものであることが望まれると考えられる．この点に
ついても今後の検討課題としたい．

5 関連研究

Christelは膨大なビデオライブラリから，ビデオ
を探すために 3 種類の視覚化技術を用いてビデオ
の分布を示し，スライダーによって検索条件を変更
することで絞込みを行うインタフェースを提案して
いる [6]．こうした絞込み方式は論理的ではあるが，
Goromi-TVが目指す「気の向くままブラウズする」
といった閲覧方式とはその目指すところが異なる．
こうしたインタフェースを本研究で取り上げたよう
な問題に適用する際には以下の 2点が問題になると
考えられる．

• スライダーを用いているとはいえ，条件設定
は「絞込み」を前提としており，興味が移り変
わっていくような情報探索には向いていない．

• 個々のデータは抽象的な記号であらわされて
おり，フォーカスをしないとその概要を知る
ことができない．

Ludwig らは，自分の気分にあった TV 番組を
探すため，EPGの内容を用いることを試みている
[7]．EPGを TV番組のタグとして用いるところは
Goromi-TVと共通しているが，ユーザの気分の移
り変わりを想定しておらず，気分を具体的にユーザ
に入力させる点が異なる．
テレビブログ [4]では，番組内のコーナー毎のメタ

データが公開されており，かつそれに対してトラッ
クバックを張ることができる．こうしたサービスと
連動することで，録画したデータの中からトラック
バックが多い番組を聴取，あるいは特定のサイトか
らトラックバックを張られた番組を優先的に選択す
るなどの機能が実現できると考えられる．

Baudischらはパーソナライズされた TVスケジ
ュールを提供するTV Scoutシステムを開発した [5]．
彼らが作成したシステムのインタフェースならびに
用途はGoromi-TVと異なるが，ユーザ入力に対し
て常に結果を返すことでユーザに対する障壁を低
くすることがユーザの受容度向上に有効であるとの
結論を得ており，これはGoromi-TV開発にあたっ
て設定した想定をサポートするものであると考えら
れる．
宮森らはテレビ番組をウェブコンテツにメディア

変換し，インターネット上での補完情報と併せて提
示することにより番組の一覧性と理解性を向上させ
る試みとしてWA-TVを開発している [8]．クローズ
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ドキャプションを使って映像情報を階層的に分割す
ることを試みており，タグ付与の方法として有力で
あると考えられる．しかしながら現時点では個々の
番組内を閲覧するためのインタフェースにとどまっ
ており，Goromi-TVのように「何を見たいかの要
望が明確ではない」場合には対応していない．

6 まとめ

本来の TV視聴の姿-すなわち気ままに映像をブ
ラウズする-を実現するGoromi-TVを開発した．今
回の試作で積極的な情報提示が「思わぬ情報への気
づき」を支援できることが確認できたが，そうした
支援をより効果的に行うためにはどのような方法が
必要かについては明確にはなっていない．今後さら
に被験者を増やし，ユーザ行動を観察することによ
り，そうした点について明確にしていきたい．
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